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お 知 ら せnformation

生
活
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
聴
覚
］
３
月
19
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
12
日
㈭
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
児
童
福
祉
課

あ
ん
し
ん
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

３
月
13
日
㈮
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

３
月
17
日
㈫
13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

３
月
11
日
㈬・４
月
８
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
17
日
㈫
・４
月
７
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

３
月
19
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

４
月
14
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

４
月
８
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
19
日
㈭

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

●
東
城
地
域　

と
き　

３
月
19
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が

行
う
無
料
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　

毎
週
水
曜
日

（
祝
日
・
夏
季
・
年
末
年
始
は
除
く
）

①
13
時
30
分
～
②
15
時
30
分
～

と
こ
ろ　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
一
丁
目

２
番
44
号
）

問
い
合
わ
せ　

境
界
問
題
相
談
セ

ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま

☎
０
８
２
‐
５
０
６
‐
１
１
７
１

庄
原
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会
の

弁
護
士
が
、
市
内
で
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
１
人
（
１
件
）
30
分
で
す
。
利

用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

３
月
の
相
談
日

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
24
日
㈫

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

Report ８ 文化財を火災から守るために
市内各地で文化財防災訓練

1 月 23 日から 25 日にかけて、第 61 回文化財防火デー
（１月 26 日）に合わせた防災訓練が市内各地で実施され
ました。
「文化財防火デー」は、昭和 24 年に国宝「法隆寺金堂」

の壁画が焼損したことを機に定められたもので、文化財
を災害から守るため、この日を中心として全国的に文化
財の防火運動が展開されています。

本年度は高町の「佐田神社」、西城町の「観音寺」、東
城町の「多熊神社」、比和町の「荒木家住宅」で実施され、
地域住民による通報や消火器による初期消火、地元消防
団との連携による消火活動などが行われました。

参加者からは「周辺住民と消防署、地元消防団、文化
財関係機関の連絡体制を密にして連携していくことが重
要」と話していました。

の自治会から役員を中心に 59 人が参加しました。
西城市民病院の郷力和明院長を講師に招き、地域包

括ケアの充実のために住民自治組織の取り組みの重要性
について理解を深めました。

会長の小笠原洋行さんは「地
域包括ケアを地域づくりとして
とらえ、地域全体で支えあう体
制づくりをさらに進めていくた
めに、今後も関係者が一緒になっ
て考えていきたい」と話してい
ました。

西城町自治振興区連絡協議会が 1月 30 日、地域包括
医療・ケアの充実に向けた勉強会を西城自治振興セン
ターで開催し、西城・八鉾自治振興区と西城町内の 18

Report ６ 地域包括ケアの充実にむけ勉強会
西城町自治振興区連絡協議会

身近でホットな情報をお寄せください。情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

ぐるっと庄原カメラレポート

パシ
ャッ
！

Report ７ 一面の雪に大はしゃぎ
口和でスノーフェスタが開催

口和町宮内自治会などでつくる実行委員会が主催する「ス
ノーフェスタ in くちわ」が１月 25 日、元金尾原スキー場で開
催されました。

今年で第 10 回を迎えたこのイベントに市内外から約 150 人
が参加。かまくら作りやそりすべりジャンプ大会、雪中宝探し
など、雪を使ったさまざまなイベントに子どもたちは大はしゃ
ぎ。恒例のイノシシ肉入りのうどんや、みんなでついた餅入り
ぜんざいを味わい、口和の冬の一日を満喫していました。

宮野克己実行委員長は「毎年、雪の心配はあるが、市外の参
加者が大勢来てもらえるので、今後も続けていきたい」と話し
ていました。

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

▲郷力院長の話に熱心に耳を傾ける参加者

▲みんなで餅つき

◀郷力院長（左）が昨秋受賞した、国
民健康保険関係功績者厚生労働大臣表
彰と、へき地医療貢献者表彰を参加者
全員で喜び合う

▲放水訓練（比和町の荒木家住宅）

  　広報しょうばら｜２０１５．３月号｜ 2223｜２０１５．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

募
　
　
集

催
　
　
し

そ  

の  

他

庄原市制施行10周年
記念式典・記念イベント
　平成 17 年３月 31日に１市６町が合併して誕生した『新庄原市』は、
本年３月 31日で市制施行 10 周年を迎えます。
　さらなる市民の一体感の醸成と、県内外に庄原市を PR するため、節
目となる10 周年を記念して、式典とイベントを行います。
　イベントは、市民の皆さんが出演、参加して楽しめる「市民参加型」
のイベントを企画しています。
　また、平成 27 年度は 10 周年を記念したさまざまな事業を予定して
います。
　詳しい内容は決まり次第、広報紙やホームページでお知らせします。

と　き　10 月 11 日㈰ 	●式典　　：10 時～
　　　　　　　　　　	 ●イベント：11 時～ 16 時（予定）
ところ　国営備北丘陵公園大芝生広場

問い合わせ／総務課行政係 ☎ 0824-73-1123

10月11日㊐
開催決定！

塩少々　塩少々
　と何度ふる？　

byショーショー鳥

①
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程

に
在
学
す
る
者

②
養
成
施
設
で
、
看
護
学
生
な
ど

と
し
て
履
修
す
る
課
程
に
在
学
す

る
者

募
集
定
員

①
医
学
生　

若
干
名

②
看
護
学
生
な
ど　

10
人
以
内

貸
付
金
額

①
医
学
生　

月
額
20
万
円
以
内

②
看
護
学
生
な
ど　

月
額
７
万
円
以
内

貸
付
者
の
決
定

　

５
月
中
旬
に
貸
付
審
査
会
委
員

が
面
接
を
行
い
、
決
定
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

子
ど
も
教
室
受
講
生
募
集

●
子
ど
も
文
学
館
短
歌
教
室

と
き　

毎
月
第
１
土
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象　

小
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
１
千
円

締
め
切
り　

３
月
25
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

新
枝
松
子

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
０
６
３
６

●
子
ど
も
の
館
マ
ナ
ー
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

平
成
27
年
度
医
療
従
事
者　
　

育
成
奨
学
金
奨
学
生
募
集

　

市
は
、
将
来
、
市
内
の
医
療
機

関
な
ど
に
医
師
・
看
護
師
な
ど
と
し

て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
あ

る
方
に
対
し
、
修
学
な
ど
に
必
要

な
資
金
を
貸
し
付
け
る「
医
療
従
事

者
育
成
奨
学
生
」を
募
集
し
ま
す
。

受
付
締
め
切
り

４
月
24
日
㈮
（
消
印
有
効
）

奨
学
金
貸
付
対
象
者

時
悠
館
文
化
講
演
会

●
古
瀬
清
秀
広
大
大
学
院
文
学
研

究
科
教
授
退
官
記
念
講
演

　

大
迫
山
第
１
号
古
墳（
東
城
町
）

な
ど
市
内
の
遺
跡
発
掘
に
功
績
の

あ
っ
た
古
瀬
清
秀
教
授
が
、
埋
蔵

文
化
財
の
研
究
と
郷
土
史
へ
の
反

映
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

と
き　

３
月
21
日（
土
・
祝
）

14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

時
悠
館

講
師　

古
瀬
清
秀
さ
ん
（
広
島
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

問
い
合
わ
せ

９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
１
千
円

締
め
切
り　

３
月
25
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

岡
本
恵
美
子

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
３
６
３

「
減
塩
川
柳
」募
集

　

高
血
圧
対
策
と
し
て
推
奨
し
て

い
る
「
減
塩
」
を
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
「
減
塩
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
川

柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

募
集
作
品　

　
「
減
塩
」に
関
す
る『
５
・
７
・
５
』

の
川
柳

　

作
品
は
１
人
１
点
、
自
作
で
未

発
表
の
も
の
と
し
、
返
却
は
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
作
品
に
関
す
る
著

作
権
は
庄
原
市
に
帰
属
し
、
今
後

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表
彰　

最
優
秀
賞
（
１
点
）
優
秀

賞
（
３
点
）
部
門
賞
（
10
点
）

　

作
品
は
全
て
「
健
康
福
祉
ま
つ

り
２
０
１
５
」
会
場
に
展
示
し
、

入
賞
者
に
は
表
彰
に
合
わ
せ
て
素

敵
な
健
康
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
ま
た
は
白
紙
の
用
紙

に
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
未
成
年
の
場
合
は
保

護
者
名
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
ＦＡＸ
で
も
可
）。

応
募
締
め
切
り　

３
月
31
日
㈫

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
２
４
５

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

〔
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
〕

※
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
の
交

付
、
ま
た
は
交
通
費
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

●
医
療
機
関
の
証
明
（
タ
ク
シ
ー

券
を
選
択
す
る
新
規
の
方
）

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

各
支
所
市
民
生
活
室

平
成
27
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー　

券
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

市
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
料
金
を
助
成
す
る
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
時
期

　

申
請
の
受
け
付
け
は
、
３
月
26

日
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
使

用
で
き
る
の
は
、
４
月
１
日
か
ら

で
す
）

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
～

③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
、
２

級
、
３
級
、
４
級

②
療
育
手
帳　

Ⓐ
、
Ａ
、
Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

１
級
、
２
級

助
成
内
容

　

１
枚
３
０
０
円
分
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
を
72
枚
交
付
し
ま
す
。（
５

月
以
降
に
新
た
に
手
帳
を
取
得
ま

た
は
転
入
し
た
方
は
、
そ
の
月
に

応
じ
て
交
付
枚
数
が
少
な
く
な
り

ま
す
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

時
悠
館
春
休
み
特
別
展

●
第
25
回
中
国
山
地
豊
か
な
自
然

写
真
展

　

里
山
の
自
然
と
民
俗
行
事
を
写

し
た
作
品
38
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

３
月
12
日
㈭
～
４
月
５
日
㈰

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

時
悠
館

入
館
料　

高
校
生
以
上
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

　終戦５カ月後に、佐渡島の小さな村の砂浜へエ
ンジントラブルで不時着したイギリス空軍輸送機

「ダコタ」。この乗組員が言葉や文化を越え、佐渡
の人たちの温かい支援を受けて、ダコタが再び大
空に飛び立つまでを実話に基づいて描かれていま
す。
　主演は“比嘉愛末”、監督は竹原市出身の油谷
誠至、主題歌は尾道市出身の石井里佳が歌ってい
ます。
　この感動の映画『飛べ！ダコタ』の上映は、県
北では初公開ですのでぜひご覧ください。
※会場の「ふれあいシネマ」では、映画館用の高
級な座席でゆったりと鑑賞ができます。

と　き　３月１５日㈰　13 時 30 分～
ところ　口和郷土資料館「ふれあいシネマ」　
鑑賞料　３００円

問い合わせ
　口和郷土資料館　☎ 0824-87-2230
　口和教育室　☎ 0824-87-2111

口和郷土資料館映画上映会

  　広報しょうばら｜２０１５．３月号｜ 2425｜２０１５．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

バイク・軽自動車などの廃車・名義変更の手続きをお忘れなく
　
　軽自動車税は、毎年４月１日現在に軽自動車を所有登録している方に課税されます。
　原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および二輪の小型自動車を「人に譲った」「廃車にした」「盗難
にあった」など変更があった場合は、必要な手続きを行ってください。
　４月２日以降に廃車手続きがされたものについては、その年度の軽自動車税が課税されます。
　各種手続き、問い合わせ先は次のとおりです。

軽自動車の種類 手続き・問い合わせ
原動機付自転車(125ccまでのバイ
ク)、小型特殊自動車・農耕用車両

税務課資産税係　☎0824-73-1144
または各支所市民生活室

軽自動車（四輪・三輪） 軽自動車検査協会広島主管事務所　☎050-3816-3080
広島市西区観音新町４丁目13番13-４号

軽二輪車
(125ccを超え250ccまでのバイク)

広島県自動車整備振興会軽自動車部二輪窓口　☎082-295-2244
広島市西区観音新町４丁目13番13-３号

二輪小型自動車
(250ccを超えるバイク)

中国運輸局広島運輸支局　☎050-5540-2068
広島市西区観音新町４丁目13番13-2号

●税額などの問い合わせ
　税務課資産税係☎0824-73-1144　または各支所市民生活室

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
購
入　

助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

市
は
、
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す

る
重
度
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
に
対

し
て
、
そ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
購
入
助

成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者　

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
次
の
要

件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を

同
居
で
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

在
宅
高
齢
者
の
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人

②
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が

３
・
４
・
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

交
付
枚
数
（
１
枚
３
千
円
分
）

　

申
請
月
で
交
付
枚
数
が
異
な
り

ま
す
。

①
４
月
か
ら
６
月
ま
で
25
枚

②
７
月
か
ら
９
月
ま
で
20
枚

③
10
月
か
ら
12
月
ま
で
15
枚

④
１
月
か
ら
３
月
ま
で
10
枚

購
入
で
き
る
品
目

　

紙
お
む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
、
尿
取

り
パ
ッ
ド
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
清

拭
剤
、
携
帯
ト
イ
レ
用
消
臭
剤
、

防
水
シ
ー
ツ
、
介
護
用
手
袋

使
用
上
の
注
意

　

助
成
券
が
使
用
で
き
る
協
力
店

で
の
み
購
入
で
き
ま
す
。
病
院
や

施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
期

間
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど

○
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

○
印
鑑

※
申
請
書
は
、
高
齢
者
福
祉
課
介

護
保
険
係
・
各
支
所
市
民
生
活
室

保
健
福
祉
係
・
市
内
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
保
健

福
祉
係

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
防

除
従
事
者
証
の
更
新
手
続
き
を

　

現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
ア
ラ
イ

グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
防
除
従
事

者
証
は
、
３
月
31
日
㈫
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
防
除
従
事
者
と

し
て
引
き
続
き
活
動
す
る
に
は
、

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

更
新
手
続
き
に
は
、
現
在
お
持

ち
の
防
除
従
事
者
証
と
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
林
業
振
興
課
ま
た

は
最
寄
り
の
支
所
産
業
振
興
室
・

産
業
建
設
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
納
税
者
の
皆
さ

ん
が
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
に
つ
い
て
、
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地
・
家
屋

と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
評
価
替

え
の
年
で
あ
り
、
評
価
替
え
後
の
課

税
明
細
は
５
月
に
送
付
す
る
納
税

通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
に
よ
っ

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈬
～
６
月
１
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所　

税
務
課
、
各
支
所
市
民
生
活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税（
土
地･

家
屋
）の

納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居
の

家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委
任

状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま
た

は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

（
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

知
っ
て
く
だ
さ
い
里
親
制
度

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
を
、
一
時
的
ま
た
は
社
会
的
に

自
立
す
る
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
養
育
す
る
の

が
「
里
親
制
度
」
で
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
の
養
育
に
理
解
が
あ
り
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
里
親

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
里
親

　

夏
・
冬
休
み
な
ど
に
、
児
童
福

祉
施
設
で
生
活
す
る
子
ど
も
を
預

か
り
、
家
庭
で
過
ご
さ
せ
る
方
。

養
育
里
親

　
「
親
の
入
院
の
間
」「
社
会
的
に

自
立
す
る
ま
で
」
な
ど
の
一
定
期

間
、
家
庭
で
育
て
る
方
。

養
子
縁
組
希
望
里
親

　

将
来
的
に
養
子
縁
組
に
よ
っ
て

養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
、
養

子
縁
組
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
、

里
親
と
し
て
子
ど
も
を
家
庭
で
育

て
る
方
。

親
族
里
親

　

両
親
が
死
亡
や
行
方
不
明
な
ど

で
養
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

に
、
子
ど
も
の
親
族
で
家
庭
的
な

環
境
で
育
て
る
方
。

　
「
里
親
に
な
ろ
う
か
な
」
と
思
っ

た
ら
…
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

  

 

詳しくは　　　　で

所得税および復興特別所得税・贈与税 ３月 16 日（月）

消費税および地方消費税（個人事業者） ３月 31 日（火）

申告書の作成は、便利な

●「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従っ
て金額などを入力することにより、確定申告書などを作成
することができます。また、印刷して税務署へ郵送などに
より提出することもできます。
●作成した申告書データを保存しておけば、翌年の申告時
に読み込んで活用できます。

国税庁

一人一人の心がけで
火災のないまちを
目指しましょう

　３月に入り、季節的に空気が乾燥
し、強い風が吹くなど、火災が発生
しやすい時期になりました。この時期
は、まだ暖房器具を使用することもあ
り、農作業などで火を取り扱うことが
多くなることから、毎年火災が多発
しています。日ごろから防火意識を
持ち、火の取り扱いには十分注意し、
尊い命と大切な財産を守りましょう。

危機管理課危機管理係
☎０８２４－７３－１２０６

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運

転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま
ず

仲
間
を
送
り
届
け
る
人
）を
確
保

し
て
、絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

ハンドルキーパー運動に
ご協力ください

  　広報しょうばら｜２０１５．３月号｜ 2627｜２０１５．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全

国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共

催
す
る
各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入

賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会

（
２
月
21
日
／
兵
庫
県
香
美
町
）

優
勝

高
野
雪
合
戦
部（
高
野
町
）

全
国
高
校
選
抜
大
会　
　

（
な
ぎ
な
た
競
技
）

（
３
月
21
日・22
日
／
兵
庫
県
伊
丹
市
）

●
男
子
の
部

久
保　

寛
明

（
三
次
高
１
年
・
西
城
町
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会　

ス
キ
ー
競
技
会

（
２
月
20
日
～
23
日
／
群
馬
県
）

●
成
年
女
子
Ａ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム

濱
田　
　

空

（
武
庫
川
女
子
大
２
年
・
東
城
町
）

西
日
本
大
会

西
日
本
小
学
生
ス
キ
ー
大
会

（
１
月
18
日
／
鳥
取
県
大
山
町
）

●
高
学
年
の
部

第
３
位　

奥
田　
　

凜

中
四
国
大
会

中
四
国
地
区　
　
　
　
　
　

銃（
短
）剣
道
選
手
権
大
会

（
２
月
７
日
／
高
知
県
南
国
市
）

●
一
般
の
部
団
体
戦

準
優
勝　

小
奴
可
剣
友
会

名
越　

光
希（
東
城
町
）

立
川　

翔
太（
山
口
大
４
年
・
東
城
町
）

道
下　

大
也（
東
城
町
）

宇
恵　

伸
二（
東
城
町
）

小
原　

利
美（
東
城
町
）

●
一
般
の
部
個
人
戦

準
優
勝

立
川　

翔
太（
山
口
大
４
年
・
東
城
町
）

全
国
私
立
高
等
学
校
男
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

（
12
月
22
日
～
23
日
／
広
島
市
）

第
５
位

酒
井　
　

華

（
銀
河
学
院
高
３
年
・
東
城
町
）

県
大
会
ほ
か

広
島
県
民
体
育
大
会　
　

（
陸
上
競
技
の
部
）

（
10
月
５
日
／
上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
）

●
男
子
１
０
０
ｍ　

第
４
位　

山
本　

陸
弥（
山
内
小
６
年
）

●
男
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
３
位

田
邊　

勇
貴（
総
領
小
６
年
）

●
男
子
走
り
幅
跳
び　

第
３
位

松
浦　

正
樹（
永
末
小
６
年
）

●
女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
５
位

永
井　

晴
奈（
永
末
小
６
年
）

●
女
子
走
り
幅
跳
び　

第
６
位

丹
波　

慶
美（
西
城
小
６
年
）

広
島
県
中
学
校
ス
キ
ー　
　

選
手
権
大
会

（
１
月
７
日
～
９
日
／
芸
北
国
際

ス
キ
ー
場
）

●
女
子
回
転　

第
６
位

小
田　

采
奈（
比
和
中
２
年
）

●
女
子
大
回
転　

第
４
位

香
川　

雪
乃（
高
野
中
３
年
）

●
男
子
回
転　

第
１
位

田
邉　

謙
介（
東
城
中
３
年
）

第
３
位

杠　
　

翔
希（
比
和
中
１
年
）

第
６
位

堀
井　

亮
佑（
西
城
中
２
年
）

●
男
子
大
回
転

第
１
位

田
邉　

謙
介（
東
城
中
３
年
）

第
４
位

杠　
　

翔
希（
比
和
中
１
年
）

第
５
位

堀
井　

亮
佑（
西
城
中
２
年
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会　

広
島
県
選
考
会

（
１
月
12
日
～
13
日
／
瑞
穂
ハ
イ

ラ
ン
ド
）

●
ス
キ
ー
少
年
男
子

第
５
位

田
邉　

謙
介（
東
城
中
３
年
）

●
ス
キ
ー
少
年
女
子

第
４
位

香
川　

雪
乃（
高
野
中
３
年
）

RCCcup

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

競
技
・MIZUHO

大
会

（
１
月
12
日
～
14
日
／
瑞
穂
ハ
イ

ラ
ン
ド
）

●
中
学
生
男
子
の
部

第
２
位

田
邉　

謙
介（
東
城
中
３
年
）

●
小
学
生
男
子
の
部

第
３
位

奥
田　
　

凛（
口
南
小
６
年
）

第
４
位

松
浦　

祐
汰（
東
城
小
６
年
）

●
中
学
生
女
子
の
部

第
５
位

天
根　

千
晴（
高
野
中
１
年
）

●
小
学
生
女
子
の
部

第
１
位

熊
本　

心
優（
比
和
小
５
年
）

第
４
位

須
安
菜
々
香（
高
野
小
６
年
）

広
島
県
雪
合
戦
大
会

（
１
月
31
日
～
２
月
１
日
／
高
野

ス
ポ
ー
ツ
広
場
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
勝 　

高
野
雪
合
戦
部
・
青（
高
野
町
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

優
勝　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
レ
デ
ィ
ー
ス（
東
城
町
）

第
３
位　

格
致
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部（
西
城
町
）

●
一
般
の
部
Ｆ
リ
ー
グ

準
優
勝　

雪
人（
高
野
町
）

第
３
位

Ｃ
Ｃ
Ｄ
ボ
ー
イ
ズ（
東
城
町
）

●
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ

優
勝　

雪
村
時
代（
高
野
町
）

第
３
位　

Ｈ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ（
高
野
町
）

第
３
位

チ
ー
ム
和
南
原
左
衛
門
ズ（
高
野
町
）

『
こ
と
ば
の
輝
き
』優
秀
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

●
本
を
読
ん
で
考
え
、
表
現
す
る

力
部
門

最
優
秀
賞

杠　

蓮
太
朗（
比
和
小
２
年
）

●
論
理
的
に
表
現
す
る
力
部
門

優
秀
賞

近
藤　

優
妃（
東
小
１
年
）

白
根　

浩
奈（
比
和
小
４
年
）

●
豊
か
に
表
現
す
る
力
部
門

最
優
秀
賞

森
永　

葉
月（
口
北
小
１
年
）

優
秀
賞

佐
々
木
真
凛（
粟
田
小
１
年
）

田
部　

琉
晟（
板
橋
小
４
年
）

藤
田　

涼
子（
庄
原
中
１
年
）

第
67
回
鈴
木
三
重
吉
賞

●
特
選　

作
文
の
部

田
中　

遥
香（
比
和
中
３
年
）

●
特
選　

詩
の
部

森
田　

琶
月（
小
奴
可
小
２
年
）

堀
田　

静
流（
板
橋
小
４
年
）

堂
前　

楓
華（
口
北
小
５
年
）

●
優
秀
賞　

作
文
の
部

藤
谷　

凪
沙（
板
橋
小
１
年
）

今
井
さ
く
ら（
口
北
小
１
年
）

森
元　

裕
太（
板
橋
小
３
年
）

田
部　

琉
晟（
板
橋
小
４
年
）

寺
本　

汐
織（
板
橋
小
６
年
）

児
玉　

吉
平（
庄
原
中
１
年
）

●
優
秀
賞　

詩
の
部

森
本
慎
太
郎（
東
小
１
年
）

明
賀　
　

大（
東
小
１
年
）

津
田
ほ
の
か（
比
和
小
２
年
）

穂
崎　

拓
也（
峰
田
小
３
年
）

妹
尾　

太
陽（
東
城
小
３
年
）

●
学
校
賞　

作
文
の
部

庄
原
中
学
校

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

スイセンファンタジー
2015開催！！

日本最大級！！スイセンコレクション

３月 14日（土）～４月 10 日（金）開催！
※開花状況により日程が変更される場合があります。

　
３
月
14
日
㈯
か
ら
「
ス
イ
セ
ン

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０
１
５
」を
開

催
し
ま
す
。

日
本
最
大
級
！
６
０
０
品
種
、

１
１
０
万
本
の
ス
イ
セ
ン
が　

咲
き
広
が
り
ま
す
！

　
み
の
り
の
里
「
ス
イ
セ
ン
ガ
ー

デ
ン
」で
は
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
か
け
て
、白
や
黄
色
の
色

鮮
や
か
な
ス
イ
セ
ン
が
丘
一
面
に

咲
き
広
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
た
に
１
０
０
品
種

35
万
本
増
え
、日
本
最
大
級
規

模
（
園
芸
品
種
）約
１
１
０
万
本
、

６
０
０
品
種
に
な
り
ま
し
た
。ス

イ
セ
ン
が
次
々
に
咲
き
続
け
る
景

色
は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。週
末

を
中
心
に
観
察
会
や
ス
イ
セ
ン
切

り
花
体
験
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す
。

【
ス
イ
セ
ン
豆
知
識
】

　

ス
イ
セ
ン
は
世
界
中
で
古
代
か

ら
愛
好
さ
れ
て
お
り
、品
種
改
良

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

花
の
形
、色
の
違
い
な
ど
に
よ
っ

て
約
２
万
６
千
種
類
以
上
の
品
種

が
、英
国
王
立
園
芸
協
会
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。公
園
の
ス
イ
セ

ン
は
冬
に
咲
く
ニ
ホ
ン
ス
イ
セ
ン

と
は
異
な
り
、３
月
に
入
っ
て
か

ら
花
を
咲
か
せ
る
品
種
で
す
。

　

園
芸
品
種
と
も
呼
ば
れ
る
こ
れ

ら
の
ス
イ
セ
ン
は
、黄
色
、白
、オ

レ
ン
ジ
、ピ
ン
ク
な
ど
カ
ラ
フ
ル

な
色
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
花
弁
が

特
徴
で
す
。

　

ス
イ
セ
ン
の
多
彩
な
表
情
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
ス
イ
セ
ン
の
見
ご
ろ
】

　

公
園
の
ス
イ
セ
ン
は
、花
を
咲

か
せ
る
時
期
に
よ
っ
て
、「
早
咲

き
」「
中
咲
き
」「
遅
咲
き
」の
品
種

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
「
早
咲
き
」の
品
種
は
、３
月
上

旬
ご
ろ
か
ら
一
部
の
品
種
が
花
を

咲
か
せ
始
め
、続
い
て
「
中
咲
き
」

の
品
種
は
３
月
中
旬
～
下
旬
、｢

遅

咲
き｣

の
品
種
は
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
か
け
て
次
々
に
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

　

ス
イ
セ
ン
が
一
面
に
咲
き
そ
ろ

う
時
期
は
３
月
下
旬
～
４
月
中
旬

頃
で
す
。ス
イ
セ
ン
が
咲
く
丘
の

下
側
か
ら
花
壇
を
見
上
げ
る
と
、

視
界
い
っ
ぱ
い
に
ス
イ
セ
ン
が
咲

き
広
が
り
、備
北
公
園
な
ら
で
は

の
眺
め
を
楽
し
め
ま
す
。ガ
ー
デ

ン
内
に
は
舗
装
さ
れ
た
通
路
や
ス

ロ
ー
プ
が
あ
り
、階
段
に
は
手
す

り
も
あ
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
ス

イ
セ
ン
が
観
賞
で
き
ま
す
。

　

開
花
時
期
は
天
候
、気
温

に
よ
っ
て
前
後
し
ま
す
の

で
、最
新
の
開
花
状
況
は
公

園
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

●
高
橋
健
さ
ん
の
野
球
教

室
・ト
ー
ク
シ
ョ
ー

と
き
　
３
月
14
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

北
入
口
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
国
兼

●
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
写
真
パ
ネ
ル
展

と
き　

３
月
14
日
㈯
～
４
月
５
日
㈰

と
こ
ろ　

北
入
口
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
国
兼

●
中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
き　

３
月
29
日
㈰
10
時
～

と
こ
ろ　

北
入
口
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
国
兼

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
、電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

な
日
程
は
、電
話
ま
た
は
公

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

国営備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１５．３月号｜ 2829｜２０１５．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

A

※一人当たりのエネルギー量：49kcal/ 食塩相当量 0.2 ｇ

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

３月・４月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
　特集でご紹介したように、発達障害はここ数年でかなり
認知されてきました。書店でも発達障害に関する本が多く
並び、インターネットでもすぐに調べられるので、今回ご紹
介した内容を知っている方は多いかもしれません。ですが、
発達障害についての理解は、まだまだ進んでいない現状が
あると思います。誰もが安心して暮らしていくためには、こ
うした障害への理解が進み、支援の輪が広がることです。
今回の特集を皮切りに、今後もさまざまな障害に関する記
事をお届けしていく予定です。

３月・４月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　①フラワースタンド（花台）　②犬の親子
　とき　３月20日㈮ 	 ①９時30分～12時
　　　　　　　　　	 ②13時～15時30分
　参加費　①2,800円　②1,500円　定員　各12人
▶展示・その他
○手仕事　里山のふくろうと仲間達展　
　とき　３月20日㈮～４月20日㈪
○書作展（春和会）
　とき　４月11日㈯～19日㈰

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

里山のしらべ　立田幸子絵画展
とき　４月８日(水)～10日(金)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

３月11日（水） 市役所東城支所 10時～11時30分
12時30分～15時

３月15日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
21日（土）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
22日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
29日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

４月  5日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成27年１月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　３月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。手続きには
認印が必要ですので、持参してください。なお、定時定点引取りは、
３月の引き取りをもって終了します。

『男子厨房に入る』～男性も楽しく料理をしています～
　「おいしそうにできたのう」「わしらもやればできるもんじゃ」…。
男性料理教室では、調理を終えた達成感とともに満足感あふれる声
がよく聞かれます。
　皆さん料理教室に参加する目的はさまざまですが、畑で作った野
菜や山菜・きのこなど持ち寄ったもので料理したり、蕎麦打ちなど
旬を味わったりしながら、情報交換もできる楽しい料理教室になっ
ています。盛り付けや彩りにも気を配るなど、繊細な一面も見られ
ます。当初、「食べた後に片付けるのはたいぎいのう」と話していた
方も、「家で食べ終わった後、流しまでは持っていくようになった」
と参加を続けることでの変化も見られます。
　現在、自治振興区などで料理教室を実施するところが増えていま
す。今後、各地域で「今日もおいしいのを作ろうで」の声が聞ける
ようになればと思います。

庄原市保健福祉センターで開催している男性料理教室
★いきいきメンズ倶楽部　毎月第３木曜日　
☆さわやかクッキング　　毎月第４火曜日
※興味のある方はご連絡ください。

① しいたけは軸を取り、薄切りにして鍋に入れ、酒を加え
弱火で炒め、汁けをきっておく。
② 三つ葉はざく切りにし、さっと湯がき水けを絞っておく。
③ 長芋は皮をむいてナイロン袋に入れ、麺棒などでたた
き粗くつぶしておく。（形が残る程度）
④ ボウルにＡを合わせる。
⑤ ①②③を④で和えて器に盛り、刻み海苔をのせる。 

[住民基本台帳登載人口]

人口　３８，１６６人（前年比－６４６人）　
男　　１８，０６０人（前年比－３０２人）　
女　　２０，１０６人（前年比－３４４人）　
世帯数　１５，９１４世帯（前年比－１５世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２５人（前年比＋６０人）

と　き　３月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　木

き も と

本いず美
み

（ジャズボーカル）
　　　　なかにし隆

たかし

（ピアノ）
曲　目　愛燦

さんさん

燦、Over the rainbow　ほか
▶木本いず美…日本テレビ系番組「11PM」の大橋巨泉
率いる「ザ・サラブレッズ」のヴォーカルでデビュー。
1978 年実力派ジャズコーラスグループ「ITS」に参加。
解散後、日本最古の音楽である「雅楽」と出会い、雅楽
と西洋音楽が融合した「YAMATO」を結成。日本古来
の和の精神を広島の心として、核の廃絶を願い世界平和
を祈って、和魂洋才の音楽を世界に向けて発信している。
YAMATO 主宰。広島市出身。
▶なかにし隆…大学生時代から広島市内のライブハウス
などで自己のピアノ・トリオでライブ活動を開始し、広
島市内のジャズ・ライブハウスのハウス・ピアニストと
して数多くの国内外の有名アーティストと共演を果た
す。現在も、地元ミュージシャンはもとより、東京、大
阪をはじめ全国の有名ミュージシャンのセッション・ツ
アーに参加するなど演奏活動を展開中。

引き取り日 時間 場所

庄原
地域 　第２・４水曜日

３月１１日・２５日

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら２月号の 20 ページ、ぐるり庄原カメ
ラレポート「言葉の壁もなんのその比和小で子ども国際
教室」の記事のなかで、誤りがありました。
次のとおり訂正し、お詫びいたします。

（誤）ＪＡＩＣＡ
（正）ＪＩＣＡ

●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
           ☎ 0824-72-8285 まで
と   き　４月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://www.kunchi-ichi.jp

４月

　これは、昭和 60 年にパイオニア㈱から発売された「レーザー
ディスクプレーヤー」、一般には「ＬＤ」（以下ＬＤ）、あるいは
音のＬＰレコードに対して「光のレコード」とも呼ばれました。
光ディスクに記録された映像と音声を再生し、家庭用のＴＶ受
像機で鑑賞できます。ＶＴＲと違って記録はできないので、映
画や音楽ソフトの鑑賞、ビデオカラオケなどに使われていました。
　この光学方式のプレーヤーは、昭和 45 年にオランダとアメリ
カで開発され、日本ではパイオニア㈱で、昭和 54 年に 1 号機が
発売されています。
　当時は日本ビクター㈱から既に別方式のＶＨＤが発売されて
おり、ＶＨＤの 13 社に対し、ＬＤは１社のみでしたが、ディス
クからの読み取りに針を使用するＶＨＤより、レーザー光を使っ
た非接触式で寿命が長いＬＤは、画質や操作性などでも優れて
いたので広く普及していきました。
　仕組みは、光ディスクを高速（600～1800rpm）で回転させ、読
み取りの光ピックアップにはＣＤプレーヤーと同様の赤色レー
ザー光が使われています。ディスクはアクリル樹脂製で、表面
にはピットと呼ばれる非常に細かい凹みが内側から外側へらせ
ん状にアルミ蒸着されており、そのピットへレーザー光を当て、
反射の「有」・「無」の情報から映像と音声を再生します。
　ＬＤにはＣＤと共通した機能があるため、昭和 59 年にはＬＤ
とＣＤの兼用機も作られました。直径 30cm のディスク両面で
120 分、20cm のディスクには両面には 40 分の記録ができます。
初期の光ピックアップには、大きなガス式レーザーが使われて
いましたが、小型で性能の良い半導体レーザーの使用と技術の
進歩で性能が飛躍的に向上、後には高画質なハイビジョンＬＤ
も作られていました。
　今では、ＤＶＤや次世代の青色レーザー光を使ったブルーレ
イディスクなどの出現によって、ＬＤは姿を消しています。

レーザーディスクプレーヤー
（ＬＤ）

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

●材料（4 人分）
しいたけ…8 枚
酒　…大さじ３
三つ葉　…1 束
長芋　…200 ｇ
刻み海苔…適量
　 酢　…大さじ２
　 砂糖…大さじ１
　 しょうゆ…小さじ２
　 練りわさび　…適量
　 （好みで加減）

レシピ
の紹介 しいたけとみつばの長芋あえ

作
り
方

大きさ：12㎝（高さ）、39㎝（奥行）
36㎝（幅）、７㎏（重さ）

リモコン

ＬＤディスク（30㎝）

LDプレーヤー本体

  　広報しょうばら｜２０１５．３月号｜ 30 31｜２０１５．３月号｜広報しょうばら




